
徳
島
で
人
気
の
日
本
酒
を
造
る
、
三
好
市
の
中
和
商
店
。
そ
の
歴
史
は
大
正
十
五
年
三
代
目
「
中
村
和
右

衛
門
」
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
現
在
中
村
さ
ん
が
作
る
代
表
的
な
酒
の
一
つ
が
「
和
右
衛
門
」
で
ま
た
、
ほ

か
に
今
小
町
・
杜
氏
名
か
ら
と
っ
た
穰
（
ゆ
た
か
）
な
ど
、
美
味
し
い
酒
が
並
び
ま
す
。

今
回
藏
元
の
中
村
さ
ん
に
来
て
頂
き
、
今
年
の
酒
の
出
来
具
合
や
酒
の
違
い
を
「
藏
元
を
囲
ん
で
」
の
話

し
や
、
利
き
酒
を
し
て
頂
く
時
間
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

岩
瀬
弥
永
子
（
い
わ
せ
や
え
こ
）

文
学
の
中
で
表
現
さ
れ
る
着
物
美
、
今
回
朗
読
を
通
し
て
よ
り
深
く
感
じ
る
時
間
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

徳
島
市
生
ま
れ
。
上
野
学
園
大
学
音
楽
学
部
声
楽
科
卒
業
。

元
四
国
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
　
四
国
放
送
テ
レ
ビ
「
お
は
よ
う
と
く
し
ま
」
初
代
司
会
者
。

瀬
戸
内
寂
聴
監
修
「
声
に
し
て
楽
し
む
源
氏
物
語
」
朗
読
Ｃ
Ｄ
（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
よ
り
）

銀
座
博
品
館
劇
場
「
朗
読
の
日
」
公
演
出
演
、
八
重
洲
ブ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
朗
読
。

徳
島
新
聞
カ
ル
チ
ャ
ー
「
朗
読
講
座
」
、
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
活
躍
の
場
を
持
つ
。

今
回
、
京
都
西
陣
の
機
屋
「
織
楽
浅
野
」
の
社
主
浅
野
裕
尚
さ
ん
に
お
越
し
頂
き
、
浅
野
織
楽
の
も
の
づ

く
り
の
原
点
で
あ
る
、
モ
チ
ー
フ
や
閃
き
を
導
き
だ
し
て
く
れ
る
「
素
」
に
か
か
わ
る
和
紙
・
糸
・
織

物
、
１
２
０
０
年
前
の
法
隆
寺
の
蜀
江
錦
や
２
０
０
年
前
の
イ
ン
ド
カ
シ
ミ
ー
ル
の
織
物
な
ど
解
説
し
な

が
ら
、
現
代
美
と
普
遍
的
な
美
を
併
せ
持
っ
た
織
物
の
話
し
を
し
て
頂
き
ま
す
。

織
楽
・
浅
野
裕
尚
　

「
秘
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
織
の
話
」

藏
元
中
和
商
店

「
藏
元
を
囲
ん
で
新
酒
を
楽
し
む
」

朗
読
　
岩
瀬
　
弥
永
子

「
着
物
を
語
る
文
学
の
世
界
」

沖
縄
で
よ
く
見
か
け
る
多
年

生
草
木
で
、
独
特
の
芳
香
が

あ
り
、
こ
の
香
り
の
成
分

に
、
防
虫
効
果
や
防
菌
効
果

が
、
多
数
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
沖
縄
に
は
、(

ム
ー
チ)

と
い
う
餅
菓
子
が
あ
り
、
餅

を
月
桃
の
葉
で
包
ん
だ
物

で
、
こ
の
ム
ー
チ
は
数
ヶ
月

経
っ
て
も
カ
ビ
が
発
生
し
な

い
事
が
知
ら
れ
て
お
り
月
桃

の
効
果
だ
と
云
わ
れ
て
い
ま

す
。
葉
に
は
強
靭
な
繊
維
質

が
あ
り
ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
製

の
ひ
も
が
無
か
っ
た
頃
に

は
、
茎
を
縄
と
し
て
、
サ
ト

ウ
キ
ビ
を
縛
っ
て
い
ま
し

た
。
効
果
は
、
防
火
性
・
耐
久

性
・
防
カ
ビ
・
防
虫
性
・
調

湿
・
通
気
性
な
ど
で
す
。

こ
の
紙
は
、
月
桃
で
作
っ
た

月
桃
紙
で
す
。

月
桃
（
げ
っ
と
う
）


